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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

「
近
畿
警
察
官
友
の
会 

 

設
立

60

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」 

 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
症

に
振
り
回
さ
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

友
の
会
の
活
動
は
、
令
和
２
年
に
引
き
続
き

大
き
く
制
限
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。「
夏

季
教
養
講
座
」
も
２
年
連
続
で
中
止
す
る
こ
と

と
な
り
、
表
彰
式
や
会
合
も
縮
小
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
実

施
可
能
な
助
成
事
業
を
中
心
に
警
察
官
へ
の
協

力
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、
近
畿
管
区
警
察
局
を
は
じ

め
、
各
府
県
警
察
よ
り
、
多
く
の
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
偏
に
会
員
の
皆
様 

 

の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。 

新
年
に
は
い
り
ま
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
完
全
に
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
近
い
う
ち
に
普
通
の
風
邪

と
変
わ
り
な
い
対
応
で
済
む
よ
う
に
な
る
こ
と

を
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
は
、
当
会
設
立

60

年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
昭
和

37

年

12

月

14

日
に
、
大

阪
ガ
ス
ビ
ル
講
堂
に
て
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
設
立
趣
意
書
に
よ
り
ま
す
と
、「
特、
に、

第
一
線

、
、
、
に、
立、
つ、
警
察
官

、
、
、
は
、
、
、
職
務
執
行

、
、
、
、
に
あ
た

、
、
、

り
し
ば
し

、
、
、
、
ば、
身
心
、
、
の、
限
界
、
、
を、
超、
え
る
、
、
困
難
、
、
に、
赴、

き
、
し
か
も
そ
の
た
め
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
傷、
つ
き
、
、
倒、
れ
て
も
、

、
、
、
、

顧、
み
ら
れ
な
い

、
、
、
、
、
と
い
う

、
、
、
よ
う
な

、
、
、
事
実
、
、
が、
繰、
り、
返、

え、
さ
れ
て
い
ま
す

、
、
、
、
、
、
」
と
い
っ
た
世
情
の
中
、「
警、

察
官
各
位

、
、
、
、
を
か
げ
な
が
ら

、
、
、
、
、
、
激
励
、
、
し
、
ま
た

、
、
、
、
傷、
つ、

い
た
、
、
人
々
、
、
に
は
、

、
、
、
心、
ば
か
り
の

、
、
、
、
見
舞
品

、
、
、
で
も
、
、 

 

理
事
長 

小
嶋 

淳
司 

【「近畿優良警察職員に感謝の会」会場からの大阪城】 
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近畿優良警察職員に感謝の会 

令
和
３
年

10

月

20

日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
、

近
畿
管
区
警
察
局
後
援
、
11

社
賛
助
の
も
と
「
令
和
３
年

度
近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感

謝
の
会
」
を
開
催
し
、
25

名

の
受
賞
者
は
家
族
と
と
も
に

出
席
し
た
。
和
歌
山
県
公
安

委
員
会
・
竹
田
純
久
委
員
長
、

近
畿
管
区
警
察
局
・
小
嶋
典

明
局
長
ほ
か

11

名
を
来
賓

と
し
て
招
き
、
当
会
か
ら
は

理
事
長
ほ
か

25

名
の
役
員

が
出
席
し
た
。 

 

当
会
小
嶋
淳
司
理
事
長
が 

 

式
辞
を
述
べ
た
後
、
管
区
局

及
び
各
府
県
の
受
賞
者
と
家

族
に
楯
と
記
念
品
を
贈
っ

た
。 

 

引
き
続
き
、
讀
賣
テ
レ
ビ

放
送
株
式
会
社
・
大
橋
善
光

社
長
か
ら
記
念
の
置
時
計
が

贈
ら
れ
た
。 

来
賓
の
和
歌
山
県
公
安
委

員
会
・
竹
田
純
久
委
員
長
、
近

畿
管
区
警
察
局
・
小
嶋
典
明

局
長
、
大
阪
府
警
察
本
部
・
岡

部
正
勝
副
本
部
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
受
賞

者
代
表
が
「
本
日
の
受
賞
を

胸
に
刻
み
、
一
層
の
努
力
と

精
進
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
を

囲
ん
で
記
念
撮
影
を
行
っ

た
。 

 

【近畿優良警察職員に感謝の会】 

 

【謝辞を受ける小嶋理事長】 

贈、
っ
て
、
、
感、
謝、
と、
同
情
、
、
の、
意、
を、
表、
わ、
し
、
、
、
警
察
、
、

官、
は
そ
の

、
、
、
使
命
、
、
に、
高、
い、
自
覚
、
、
と、
誇、
り
を
、
、
抱、

き
、
、
、
国
民
、
、
の
お
、
、
互、
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

、
、
、
、
、
、
、
、
立
場
、
、

に
お
い
て
、

、
、
、
、
、
法、
の、
秩
序
、
、
を、
守、
る
こ
と
に
、
い

、
、
、
、
、
、

っ
そ
う

、
、
、
厳、
し
い
、
、
責
任
、
、
と、
関
心
、
、
を
も
つ

、
、
、
よ
う
、
、

な、
気
風
、
、
を、
養、
う、
必
要
、
、
」
が
あ
る
と
の
思
い
か

ら
、
当
会
の
設
立
を
呼
び
か
け
た
と
あ
り
ま

す
。 60

年
と
い
う
年
月
を
経
て
、
世
情
や
、

治
安
の
課
題
、
当
会
に
求
め
ら
れ
る
事
業
は

変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
警
察
官
の
職

務
の
厳
し
さ
や
責
任
の
重
大
さ
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
改
め
て
、
現
場
の
警
察
官
が
そ
の

使
命
に
誇
り
を
持
ち
つ
つ
、
国
民
と
共
に
歩

ん
で
い
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
物
心

両
面
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
、
そ
し
て
当
会

の
趣
旨
が
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
賛
同
い
た

だ
け
る
よ
う
意
義
あ
る
友
の
会
に
し
て
い

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
本
年
も
近
畿
警
察
官
友
の
会
へ
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
、
一
日
も

早
く
平
穏
で
明
る
い
毎
日
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

本部事業 
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各府県支部事業 

 滋
賀
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
３
年
９
月
８
日
に

「
第

18

回
滋
賀
県
警
察
留

置
管
理
業
務
優
秀
者
表
彰

式
」
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
中
止
と
し
、

感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
籔
本

俊
作
滋
賀
県
支
部
長
が
滝
澤

依
子
警
察
本
部
長
（
当
時
）
に

持
参
の
上
、
受
賞
者
５
名
に

は
所
属
長
よ
り
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
３
年

12

月
６
日
、
滋

賀
県
警
察
本
部
に
て
、
寄
贈

し
た
音
声
翻
訳
機
な
ど
の
目

録
を
、
籔
本
支
部
長
よ
り
鶴

代
隆
造
警
察
本
部
長
に
贈
呈

し
た
。 

【感謝の楯を届ける籔本支部長】 

大
阪
府
支
部 

☆
表
彰
式 

令
和
４
年
１
月

28

日
に

「
令
和
３
年
度
大
阪
府
警
察

優
良
警
察
官
・
民
間
警
察
協

力
功
労
者
表
彰
式
」
を
予
定

し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
中
止
と
し
、
優
良
警
察

官

22

名
と
民
間
警
察
協
力

功
労
者
２
名
に
は
感
謝
の
楯

と
記
念
品
を
所
属
の
上
長
か

ら
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

令
和
３
年

11

月
２
日
、
大

阪
府
警
察
本
部
に
て
、
寄
贈

品
目
録
を
、
江
浦 

保
大
阪
府

支
部
長
、
延
原
健
二
副
支
部

長
よ
り
警
察
本
部
礒
野
浩
芳

総
務
課
長
に
贈
呈
し
た
。 

 

夏
季
教
養
講
座 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
理
事
会

の
了
承
を
得
て
中
止
と
し

た
。 

外
部
表
彰
事
業 

☆
「
令
和
３
年
度
近
畿
管
区

内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式
」 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
で

令
和
３
年

11

月
８
日
に
ホ

テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に

て
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
小

嶋
理
事
長
が
出
席
、
15

名
の

警
察
職
員
に
記
念
品
を
贈
呈

し
祝
辞
を
述
べ
た
。 

☆
「
近
畿
の
警
察
官
」
表
彰
の

つ
ど
い 

産
経
新
聞
社
提
唱
で
令
和

３
年

11

月

24

日
に
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
、
当
会
よ
り
日
下
専
務

理
事
が
出
席
、
６
名
の
警
察

官
に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

 

本
部
助
成
事
業 

 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
の

各
種
術
科
大
会
に
メ
ダ
ル
等

の
助
成
を
計
画
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ず
、
メ
ダ
ル
等

の
助
成
は
実
施
し
な
か
っ

た
。 

 

実
施
で
き
な
か
っ
た
、
管

区
の
術
科
大
会
へ
の
助
成
、

及
び
夏
季
教
養
講
座
の
代
替

事
業
と
し
て
、
理
事
会
の
了

承
を
得
て
、
近
畿
管
区
警
察

局
に
対
し
、「
警
察
庁
技
官
」

の
職
務
紹
介
動
画
を
制
作

し
、
年
度
内
に
寄
贈
を
予
定

し
て
い
る
。 

【目録贈呈式後の記念写真】 

【管区局表彰式にて 
記念品を贈呈する小嶋理事長】 
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編
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日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

兵
庫
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 
令
和
３
年
８
月
３
日
に

「
第

43

兵
庫
県
優
良
警
察

官
・
民
間
警
察
協
力
功
労
者

表
彰
式
」
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
中
止

と
し
、
優
良
警
察
官

10

名
、

民
間
警
察
協
力
功
労
者
２
名

に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
所

属
の
上
長
か
ら
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
３
年

12

月

17

日
、

兵
庫
県
警
察
本
部
に
て
、
寄

贈
し
た
オ
ゾ
ン
ガ
ス
除
染
装

置
な
ど
の
目
録
を
、
桑
田
純

一
郎
兵
庫
県
支
部
長
が
警
察

本
部
三
木
正
夫
総
務
部
長
に

贈
呈
し
た
。 

    

【目録を贈呈する桑田支部長】 

奈
良
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
３
年

11

月

16

日
、

ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野
に

て
「
第

44

回
奈
良
県
警
察
優

良
警
察
官
表
彰
式
」
を
開
催

し
、
当
会
か
ら
森
本
俊
一
奈

良
県
支
部
長
と
支
部
役
員

10

名
及
び
専
務
理
事
が
出

席
し
、
優
良
警
察
官

12

名

（
家
族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯

と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
事
業 

 

奈
良
県
警
察
本
部
を
通
じ

て
各
部
署
に
激
励
品
を
寄
贈

し
た
。 

 

和
歌
山
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
３
年

11

月
９
日
、
ホ

テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に

て
「
令
和
３
年
度
和
歌
山
県

優
良
警
察
官
表
彰
式
」
を
開

催
し
、
当
会
か
ら
成
川
守
彦

和
歌
山
県
支
部
長
と
支
部
役

員

13

名
及
び
専
務
理
事
が

出
席
し
、
優
良
警
察
官

18

名

に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。 

☆
助
成
事
業 

 

和
歌
山
県
警
察
本
部
及
び

各
警
察
署
に
物
品
を
寄
贈
予

定
。
寄
贈
完
了
後
、
目
録
贈
呈

式
を
予
定
し
て
い
る
。 

  【式辞を述べる成川支部長】 

 

あ
と
が
き 

 

こ
の
２
年
弱
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
ば
か

り
に
私
も
気
を
と
ら
れ
て
い

た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
新
し

い
カ
タ
カ
ナ
言
葉
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
た
。「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」

を
は
じ
め
、「
Ｄ
✕
」「
メ
タ
バ

ー
ス
」
な
ど
解
説
を
読
ま
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
、
ま
た

読
ん
で
も
そ
の
概
念
が
い
ま

ひ
と
つ
ピ
ン
と
こ
な
い
言
葉

が
増
え
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
や
、
仮

想
空
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
広

が
る
中
、
本
当
に
こ
れ
が
、
私

た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の

だ
ろ
う
か
？
便
利
で
効
率
的

な
こ
と
は
あ
り
が
た
い
が
、

そ
れ
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ

ろ
う
か
？
年
を
取
っ
た
証
拠

か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
私
は
、

現
実
世
界
で
の
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い

と
思
う
。
今
年
こ
そ
、
皆
様
と

直
接
交
流
で
き
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
時
節
柄
ど

う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

 

当面の予定 

開催日           行事名  

３月１５日（火）  理事会（予算） 

５月３１日（火）  理事会（決算） 

６月２３日（木）  評議員会 

８月２６日（金）  夏季教養講座 

当財団のＨＰもぜひご覧ください。 

https://www.kk-tomo.com/ 

【表彰式の模様】 


